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久
原
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文
書
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て

①
御
船
久
原
家
の
草
創

②
久
原
家
文
書
の
概
要

ｉ
近
世
文
書
の
伝
来
要
因

Ⅱ
明
治
大
正
期
の
文
書
構
成

川
文
書
記
録
類
の
整
理
保
存
に
む
け
て

２
久
原
家
文
書
を
通
し
て
み
え
る
社
会
背
景
と
村
の
暮
ら
し

①
初
期
の
入
植
者
像

②
新
地
の
竣
工
か
ら
安
定
期
へ
～
手
造
り
の
大
地
～

③
新
田
村
の
暮
ら
し

④
不
安
定
な
営
農

３
文
書
か
ら
読
み
取
れ
る
干
拓
推
進
上
の
課
題
と
問
題
点

①
海
辺
干
拓
の
矛
盾
↓
負
の
連
鎖
が
ス
タ
ー
ト

②
宿
命
的
な
排
水
難
↓
古
田
の
土
地
改
良

宇
城
市
松
橋
町
御
船
「
久
原
家
文
書
」

の
概
要
と
示
唆
す
る
課
題

～
八
代
海
北
部
海
辺
干
拓
に
お
け
る
位
置
づ
け
～

内
山
幹
生

宇
城
市
松
橋
町
御
船
の
久
原
家
は
、
近
世
干
拓
新
田
村
た
る
旧
御
船
村
草
創
以

来
の
旧
家
で
あ
る
。
御
船
村
に
お
け
る
同
家
初
代
の
勘
左
衛
門
は
、
河
江
手
永
会

所
役
人
で
、
幕
末
に
は
同
会
所
手
代
（
惣
庄
屋
次
席
）
と
な
り
、
地
方
行
政
の
第

一
線
で
活
躍
し
た
。
明
治
維
新
後
は
、
統
合
さ
れ
た
諸
手
永
（
河
江
・
郡
浦
・
松

山
）
か
ら
な
る
宇
土
町
に
置
か
れ
た
民
政
局
松
山
出
張
所
へ
勤
務
す
る
。
こ
の
間
、

干
拓
新
田
築
造
に
対
す
る
長
年
の
功
労
に
よ
り
、
砂
川
新
開
の
う
ち
に
幾
許
か
を

与
え
ら
れ
、
御
船
久
原
家
が
始
ま
っ
た
。

大
正
年
間
の
同
家
最
盛
期
に
は
、
田
畑
二
○
町
歩
超
を
抱
え
る
近
隣
屈
指
の
地

主
で
あ
っ
た
が
、
先
の
大
戦
後
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
（
連
合
国
軍
最
高
総
司
令
部
）
の
指
導

し
た
農
地
改
革
に
よ
っ
て
、
九
割
以
上
の
土
地
を
失
う
Ｑ
そ
の
後
、
戦
後
の
辛
酸

を
な
め
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
幸
運
な
こ
と
に
、
天
保
年
間
以
来
、
同
家
に
伝
来

し
た
文
書
や
記
録
類
は
、
散
逸
す
る
こ
と
も
な
く
代
々
の
当
主
に
よ
っ
て
守
ら
れ

て
き
た
。
二
○
箱
を
越
え
る
段
ボ
ー
ル
箱
に
収
納
さ
れ
た
史
料
は
、
現
在
、
筆
者

が
調
査
の
う
え
目
録
を
作
成
中
で
あ
り
、
九
割
ほ
ど
が
終
了
し
て
い
る
。

平
成
二
五
年
一
○
月
、
宇
城
市
役
所
文
化
課
中
山
彰
宜
氏
、
同
学
芸
員
神
川
め

ぐ
み
氏
、
同
藤
崎
正
人
氏
ら
の
初
動
調
査
を
引
継
ぎ
、
調
査
を
開
始
し
た
Ｑ
平
成

4

久
原
家
海
辺
開
発
史
料
か
ら
み
え
る
防
災
へ
の
教
訓

①
藩
庁
役
人
と
地
方
吏
僚
～
立
場
の
相
違
～

②
近
世
干
拓
新
田
村
の
保
守
と
被
災
の
記
憶

③
安
全
性
無
視
の
代
償

お
わ
り
に

は
じ
め
に

－12－

























幼
い
頃
を
久
原
家
で
過
ご
し
た
時
間
が
長
か
っ
た
と
い
う
。
四
兄
弟
の
中
で
も
、

長
男
健
一
と
次
男
雁
（
本
名
巌
）
は
、
豊
川
村
御
船
の
久
原
家
と
そ
の
界
隈
を
「
ふ

る
さ
と
」
と
い
っ
て
悼
ら
ず
、
終
生
懐
か
し
ん
で
い
た
と
い
わ
れ
、
彼
ら
の
著
作

に
も
、
干
拓
村
の
夕
陽
が
心
象
風
景
と
し
て
折
々
に
登
場
す
る
。
四
兄
弟
は
、
最

る
同
家
の
生
活
全
般
に
関
わ
る
、
あ
ら
ゆ
る
記
録
類
が
、
ほ
ぼ
時
系
列
的
な
集
団

を
維
持
し
な
が
ら
も
、
各
個
に
存
在
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ら
を
縦
の
時

間
軸
に
整
理
し
、
縦
覧
す
る
こ
と
で
、
干
拓
新
田
村
の
豪
農
た
る
久
原
家
の
盛
衰

を
辿
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
は
歴
史
的
な
法
則
性
の
も
と
、
必
然
と
も
思
え
る
傾

向
を
示
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
土
地
の
過
剰
な
集
積
、
言
い
換
え
れ
ば
、
土
地

へ
の
過
剰
投
資
に
伴
う
資
金
回
転
の
長
期
化
と
、
社
会
的
変
化
（
家
族
形
態
や
戦

時
体
制
な
ど
）
へ
の
不
適
合
を
挙
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

近
現
代
史
料
の
中
で
、
特
筆
す
べ
き
は
、
水
俣
市
の
谷
川
家
と
御
船
久
原
家
の

関
連
で
あ
る
。
民
俗
学
者
で
作
家
谷
川
健
一
、
詩
人
で
思
想
家
谷
川
雁
、
京
都
大

学
教
授
で
東
洋
史
学
者
谷
川
道
雄
、
編
集
者
吉
田
公
彦
（
谷
川
公
彦
）
の
谷
川
四

兄
弟
で
、
谷
川
家
と
久
原
家
は
縁
戚
関
係
に
あ
り
、
彼
ら
の
生
活
の
痕
跡
が
、
史

料
と
し
て
久
原
家
に
残
る
。
久
原
勘
左
衛
門
（
維
新
後
「
運
七
」
と
改
名
）
の
継

嗣
、
敬
造
の
長
女
シ
ト
が
谷
川
家
に
嫁
ぎ
、
四
兄
弟
の
父
親
侃
二
（
か
ん
じ
）
が

生
ま
れ
た
。
侃
二
は
、
眼
科
医
と
な
っ
て
豊
川
村
か
ら
水
俣
へ
移
り
、
そ
こ
で
四

近
、
相
次
い
で
物
故
し
た
が
、
健
一
と
雁
、

川
と
の
縁
を
む
す
び
、
祖
父
母
や
父
侃
二
叱

る
。
久
原
家
に
は
、
彼
ら
の
幼
い
頃
の
写
舌

ノ
ー
ト
と
教
科
書
な
ど
が
残
さ
れ
て
い
る
。

男
二
女
に
恵
ま
れ
、
こ
の
四
人
の
男
子
が
谷
川
四
兄
弟
で
あ
る
。

久
原
家
旧
宅
に
居
住
す
る
久
原
知
子
氏
に
よ
る
と
、
谷
川
家
の
兄
弟
姉
妹
は
、

し
た
が
、
健
一
と
雁
、
三
男
の
道
雄
は
愛
し
た
ふ
る
さ
と
豊

、
祖
父
母
や
父
侃
二
と
と
も
に
松
橋
町
円
光
寺
の
墓
域
に
眠

彼
ら
の
幼
い
頃
の
写
真
や
手
紙
類
、
父
侃
二
の
青
少
年
期
の

【
参
考
文
献
・
史
料
等
】

・
宇
城
市
松
橋
町
御
船
「
久
原
家
文
書
」
約
四
○
○
○
点
。

・
内
山
幹
生
『
肥
後
宇
土
郡
亀
尾
村
御
新
地
方
記
録
全
釈
」
（
宇
城
市
教
育
委
員

会
二
○
○
五
）
。

．
内
山
幹
生
「
熊
本
領
南
部
海
辺
に
お
け
る
海
辺
開
発
の
特
質
」
（
熊
本
県
文
化

財
保
護
協
会
二
○
一
四
）
。
ほ
か

－24－
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